
函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
タ
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
O
f

I
I
a
k
O
d
a
t
e
	
N
1
0
r
t
h
	
R
o
C
.

第
2
5
1
0
地
E
	
第
1
1
グ
ル
ー
プ

あ
げ
る
こ
と
が
経
営
の
安
定
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
図
⑨
は
収
人
に

し
め
る
国
内
線
シ
ェ
ア
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
一
社
が
強
す
ぎ
る
よ
り
.
	
1
社
が
倍
抗
し
て
競
う
方
が
、
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
で
利

用
者
メ
リ
ッ
ト
が
う
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
結
果
J
A
L
と
し
て
も
経
常
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
ろ
う
と

い
う
の
が
.
私
ど
も
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
1
0
月
に
は
、
共
同
持
ち
株
会
社
(
日
本
航
空
シ
ス
テ
ム
)
を
設
立
、
2
0
0
4
年
4
月
に
は
.
三
社

を
事
業
別
会
社
に
再
編
す
る
運
び
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
お
客
様
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
は
、

1
0
月
か
ら
普
通
運
賃
を
約
1
0
P
C
T
値
下
げ
.
統
合
記
念
で
割
引
率
を
高
め
た
I
J
J
回
数
券
」
を
新
設
、

マ
イ
レ
ー
ジ
の
提
携
、
空
港
ラ
ウ
ン
ジ
の
共
用
化
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
路
線
使
数
面
で
は
、
全
国
的
に
、
す
く
な
く
と
も
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
に
な

る
わ
け
で
大
い
に
競
合
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
第
1
回
喜
多
会
成
績
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月
2
3
1
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火
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イ
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□
―
タ
リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
。
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仲
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◎
7
月
2
2
日
出
席
報
告

・
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
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電
話
2
3
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2
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7
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番

1
1
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i
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r
l
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I
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バ
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ビ
ユ
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席
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》
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8
月
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1
日
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水
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夜
間
例
会
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テ
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事
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ょ
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(
2
6
)

2
0
0
2
～
2
0
0
3
〈
第
1
8
8
2
回
例
会
〉
第
5
号

7
月
3
1
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
唱
	
そ
れ
て
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー

◎
ビ
ジ
タ
ー
函
館
R
.
c
.
月
ド
部
博
久
君
・
松
方
―
雄
君
、
函
館
亀
田
R
.
c
.
坂
本
幸
夫
君

は
な
ら
な
ぃ
。
た
だ
し
.
会
員
数
が
5
1
名
以
ヒ
の
ク
ラ
プ
の
場
合
は
、
同
一
職
葉
分
類
に
属
す
る
正

会
員
が
ク
ラ
プ
正
会
員
の
l
o
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
多
く
な
ら
な
い
限
り
、
そ
の
職
葉
分
類
の
下
に
正
会

員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
退
し
た
会
員
は
.
そ
の
職
業
分
類
に
属
す
る
会
員
総
数
に
含
め

て
は
な
ら
な
い
。
会
員
が
職
業
分
類
を
変
更
し
た
場
合
.
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
に
か
か
わ
ら

ず
.
1
1
会
員
の
会
員
身
分
を
新
し
い
職
業
分
類
の
下
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

第
8
条
	
出
席

第
1
節
	
一
般
規
定
。
各
会
員
は
本
ク
ラ
プ
の
例
会
に
出
席
す
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
会
員
が
、
例
会

に
出
席
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
に
は
、
例
会
に
充
当
さ
れ
た
時
間
の
少
な
く
と
も
6
o
パ
ー
セ
ン
ト

に
出
席
す
る
か
、
ま
た
は
、
会
合
出
席
中
に
不
意
に
そ
の
場
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
場

合
.
そ
の
後
そ
の
行
為
が
妥
当
で
あ
る
と
ク
ラ
ブ
理
事
会
が
認
め
る
理
由
を
提
示
す
る
か
.
ま
た
は
、

次
の
ょ
う
な
方
法
で
欠
席
を
メ
ー
ク
ア
ツ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
2
節
	
理
由
の
あ
る
欠
席
。
次
の
ょ
う
な
場
合
、
出
席
規
定
の
適
用
は
免
除
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

(
a
)
理
事
会
承
認
の
条
件
と
事
態
に
従
っ
た
欠
席
の
場
合
。
理
事
会
は
、
正
名`
か
つ
十
分
な
理
由
に
よ

る
会
員
の
欠
席
を
認
め
る
権
限
を
持
つ
。

(
b
)
一
つ
ま
た
は
い
く
つ
か
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
歴
と
会
員
の
年
齢
の
合
計
が
8
5

年
以
上
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
出
席
規
定
の
適
用
を
免
除
さ
れ
た
い
希
望
を
、
書
面
を
も
つ
て

.

ク
ラ
ブ
幹
事
に
通
告
し
.
理
事
会
が
承
認
し
た
場
合
。

(
2
9
)

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝
会
長

。
小
林
ガ
バ
ナ
ー
ょ
り
公
式
訪
間
の
お
礼
状
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

。
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館
今
会
長
よ
リ
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
の
お
礼
状
が
屈
い
て
お
り
ま
す
。

。
成
沢
元
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

〇
函
館
北
R
.
c
.
奨
学
生
の
上
野
谷
強
君
か
ら
お
礼
状
が
届
い
て
い
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
増
田
	
定
雄
幹
事

o
会
員
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
異
議
の
あ
る
方
は
8
月
6
日
ま
で
に
書
面
に
て
理
事
会
へ
ご
提
出
下
さ

い
。

o
当
ク
ラ
プ
の
職
業
分
類
表
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
自
分
の
職
業
分
類
の
変
更
の

O
あ
る
会
員
は
職
業
分
類
委
員
長
又
は
幹
事
迄
お
知
ら
せ
ド
さ
い
。

0
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ト
は
8
月
1
日
よ
り
1
$
1
2
0
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

O
当
ク
ラ
ブ
8
月
1
4
日
の
例
会
は
自
主
休
会
に
変
更
と
な
っ
て
ぉ
り
ま
す
。

。
函
館
R
.
c
.
8
月
8
[
1
の
例
会
は
夜
間
例
会
に
変
更
で
す
。

。
千
葉
港
R
.
c
.
よ
り
会
報
が
屈
い
て
お
り
ま
す
の
で
回
覧
致
し
ま
す
。

o
8
月
2
1
日
は
夜
問
例
会
に
変
更
で
す
。
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
で
す
。

‐

V

第
1
1
条

第
1
節

会
員
身
分
の
存
続

期
1
月
。
会
員
身
分
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
終
結
し
な
い
限
り
、
本
ク
ラ
プ
の
存

す
る
間
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

第
2
節
	
自
動
的
終
結
。

(
a
)
会
員
の
資
格
条
件
。
会
員
が
.
会
員
の
資
格
条
件
に
欠
け
る
ょ
う
に
な
つ
た
と
き
ヽ
会
員
身
分
は

自
動
的
に
終
結
す
る
も
の
と
す
る
。
イ u
し
、

(
1
)
理
事
会
は
、
会
員
が
本
ク
ラ
プ
の
所
在
地
域
ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
外
に
移
転
す
る
場
合

.

新
し
い
市
町
村
に
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
プ
を
訪
r
.
1
し
て
知
り
合
い
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
に
1
カ
年
を
超
え
な
い
期
間
を
限
っ
て
.
出
席
義
務
規
定
の
特
別
免
除
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
、
同
人
は
引
き
続
き
同
じ
職
業
分
類
に
現
実
に
従
事
し
て
お
り
、

か
っ
、
弓
|
き
続
き
そ
の
他
す
べ
て
の
ク
ラ
ブ
会
員
た
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る

:

(
2
)
理
事
会
は
、
本
ク
ラ
プ
の
所
在
地
域
ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
外
に
移
転
す
る
会
員
の
会
員
身

分
を
保
持
で
き
る
。
1
1
し
、
そ
の
会
員
は
、
同
一
職
業
分
類
に
お
い
て
依
然
と
し
て
活
動
し

V
V

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
増
山

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

正
委
員
長

小
笠
原
会
長
・
大
和
会
員
・
森
	
会
員
'
日
畑
会
員
・
川
村
会
貝
・
紫
前
会
貝
・
佐
木々
会
員

…
…
…B
O
X
に
協
力
。


